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excess	mesothelioma	deaths	in	residents,	American	Journal	of	Industrial	Medicine,	52,	790-798	(2009)

68)	 熊谷信二，車谷典男：じん肺に罹患したハツリ工の健康障害，労働科学，85，167-177	(2009)

69)	 宮島啓子，吉田仁，熊谷信二：内視鏡消毒従事者におけるオルトフタルアルデヒドへの曝露状況 , 産業衛生学雑誌，

52，74-80	(2010)

70)	 宮島啓子，吉田俊明，吉田仁，熊谷信二：長期間鉛曝露者の経過観察 , 大阪府立公衆衛生研究所研究報告，47，

61-65	(2009)

71)	 中島晴信	,	鹿庭正昭：乳幼児用繊維製品（衣服及び玩具）に使用されている染料成分中の芳香族第一アミン類の分析

調査	,	大阪府立公衆衛生研究所研究報告	,	47	,	75-80（2009）

72)	 河上強志	,	伊佐間和郎	,	中島晴信	,	大嶋智子	,	土屋利江	,	松岡厚子：ガスクロマトグラフィー質量分析法による水性塗

料および水性接着剤中の有機スズ化合物の分析	,	薬学雑誌	,	130(2)	,	223-235（2010）

73)	 大嶋智子	,	尾崎麻子	,	中島晴信	,	伊佐間和郎	,	土屋利江：ポリ乳酸プラスチック中の有機スズ化合物の分析	,	大阪市立

環境科学研究所報告	,	71	,	21-26（2009）

74)	 岡憲司	,	大山正幸	,	竹中規訓：多孔性ポリテトラフルオロエチレンチューブを用いたガス状亜硝酸の連続発生法	,	大気

環境学会誌	,	45	,	73-80	(2010)
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学 会 発 表	

●	企画調整課	

01)	 木村明生，倉田貴子，森嶋康之，杉山広，川中正憲，山崎浩：大阪府内で捕獲された放浪犬およびアライグマの腸管蠕虫・

原虫保有調査，衛生微生物技術協議会研究会，堺（2009）

02)	 小泉典代，大西義博，井澤甲二，松田健治，西村和彦，木村明生：飼育ネコのトキソプラズマ症感染実態調査，麻布

獣医学会，神奈川（2009）

●	細菌課	

03)	 勢戸和子，田口真澄，河原隆二：大阪府における毒素原生大腸菌（ETEC）分離状況 -2004 ～ 2008 年 -，第 83 回日

本感染症学会総会，東京（2009）

04)	 勢戸和子，田口真澄，坂田淳子，原田哲也，寺嶋淳：志賀毒素産生性大腸菌O157 の遺伝子型別における IS-printing	

System と PFGE 法の比較，第 13回腸管出血性大腸菌感染症シンポジウム，大阪（2009）

05)	 勢戸和子，田口真澄，原田哲也，河原隆二：中国旅行集団下痢症の原因菌調査と分離株の薬剤耐性，第 49回感染性

腸炎研究会，東京（2010）

06)	 勢戸和子，田口真澄，寺嶋淳：IS-printing	System による志賀毒素産生性大腸菌O157 遺伝子型別の有用性，第 83回

日本細菌学会総会，横浜（2010）

07)	 磯部順子，嶋智子，木全恵子，緒方喜久代，田口真澄，松本昌門，岩出義人，綿引正則：Effective	distinction	

between	Shigella	spp.	and	Escherichia	coli 	by	duplex	polymerase	chain	reaction，第83回日本細菌学会総会，横浜（2010）

08)	 河原隆二，田口真澄，勢戸和子，笠井正志，中矢秀雄：第三世代セフェム耐性腸内細菌における各種β - ラクタマー

ゼの保有状況について，第 83回日本感染症学会総会，東京（2009）

09)	 田丸亜貴，河原隆一，松本壮吉，鈴木定彦：MLPA 法による多剤耐性結核菌の検出，第 84 回日本結核病学会総会，

札幌（2009）

10)	 田丸亜貴，松本壮吉：集団感染事例におけるVNTR 型と IS6110-RFLP パターンの比較，第 84回日本結核病学会総会，

札幌（2009）

11)	 田丸亜貴，多剤耐性結核菌の分子疫学，第 68回日本公衆衛生学会，奈良（2009）

12)	 河合高生：セレウス菌嘔吐毒，第 32回日本食品微生物学会学術セミナー，京都（2009）

13)	 河合高生，内田和之，山本千景，山田和子，小笠原準，久米田裕子，浅尾努，五十君靜信，小崎俊司：自動菌数測定

装置の精度評価法に関する研究 -	指標菌汚染食品の新規作製法の検討	-，日本食品微生物学会 30周年記念学術総会，

東京（2009）

14)	 河合高生，藤田瑞香：LC-MS/MS を用いたセレウリド検出法の検討，日本食品微生物学会 30周年記念学術総会，東

京（2009）

15)	 山田和子，山本千景，内田和之，河合高生，浅尾努，下田浩之，永岡亜由美，笹島慶子：平板塗抹法，MPN法，テン

ポ法による黄色ブドウ球菌数の比較検討，日本食品微生物学会 30周年記念学術総会，東京（2009）

16)	 舟木佐織，山本千景，内田和之，河合高生，浅尾努，新井佳恵，島崎博，山田和子：総菜等の腸内細菌科菌群数と大
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業績集（学会発表等）

腸菌群数の比較，日本食品微生物学会 30周年記念学術総会，東京（2009）

17)	 神吉政史，勢戸和子，坂田淳子，原田哲也，久米田裕子：Universal	preenrichment	broth を用いた食品中の志賀毒素

産生性大腸菌O157 と O26 およびサルモネラの同時培養，日本食品微生物学会 30周年記念学術総会，東京（2009）

18)	 山崎渉，田口真澄，川津健太郎，久米田裕子，三澤尚明	:	Development	and	evaluation	of	a	LAMP	assay	for	rapid	

and	simple	differentiation	of	Campylobacter	 jejuni ,C.	coli，C.	fetus	subsp.	fetus	and	C.	fetus	subsp.	venerealis ,15th	

International	Workshop	on	Campylobacter ,Helicobacter ,and	Related	Organisms	(CHRO2009),	新潟（2009）

19)	 山崎渉，久米田裕子，中口義次，西渕光昭：LAMP法による腸炎ビブリオ tdh，trh1，trh2 の簡易迅速検出法の開発，

第 43回腸炎ビブリオシンポジウム，岡山（2009）

20)	 Taro	Yonekita,	Tatsuya	Fujimura,	Naoki	Morishita,	Takashi	Matsumoto,	Kentaro	Kawatsu,	and	Fumiki	Morimatsu	

:	Development	of	 immunochromatography	 for	detection	of	Campylobacter 	 in	 food	samples,	15th	 International	

Workshop	on	Campylobacter ,	Helicobacter ,	and	Related	Organisms	(CHRO2009)	,	新潟（2009）

21)	 川津健太郎，田口真澄，山崎渉，久米田裕子，米北太郎，松本貴之，森松文毅：簡易増菌培養法とイムノクロマト法

の組合せによる鶏肉類からのカンピロバクターの検出，日本食品微生物学会 30周年記念学術総会，東京（2009）

22)	 勝川千尋，山岸寛明，石井篤嗣，西野俊治，河井昭男，山本隆司，長濱伸也，小宮貴子，岩城正昭，高橋元秀：大阪

府内の犬におけるジフテリア毒素産生性Corynebacterium	ulcerans の保菌状況と分離菌株の解析，平成 21年度日本

獣医公衆衛生学会（近畿），大阪（2009）

23)	 久米田裕子：文化財のカビ汚染の現状と対策，文化財のカビを調べる，第 36回日本防菌防黴学会年次大会，大阪（2009）

24)	 久米田裕子，小菅旬子，	田端節子，	川上麻衣，	太田利子，	宗像保久，	高鳥浩介：日本国内の飼料作物畑土壌における

Aspergillus	flavus の分布と	アフラトキシン産生性，36回日本防菌防黴学会年次大会，大阪（2009）

25)	 久米田裕子：「カビの遺伝子分類とカビ毒産生性の関係」アフラトキシン産生菌の遺伝子検出法，第 36回カビ毒研究

連絡会，神奈川（2009）

●	ウイルス課	

26)	 山崎謙治，中田恵子，依田知子：イムノクロマト法によるノロウイルス胃腸炎診断の有用性について，第 56回日本

臨床検査医学会学術集会，札幌（2009）

27)	 山崎謙治，中田恵子，依田知子：イムノクロマトグラフィー法によるノロウイルス胃腸炎診断の有用性について，第

57回日本ウイルス学会学術集会，東京（2009）

28)	 中山博之，児嶋浩一，西村直行，山崎謙治：糞便直接 RT-PCR によるノロウイルス G1&G2 同時検出試薬キットの開発，

日本食品微生物学会学術総会，東京（2009）

29)	 中屋隆明，中村昇太，左近直美　他15名：次世代型シーケンサーを用いた臨床検体からの網羅的なウイルスゲノム検出，

第 56回日本ウイルス学会学術集会，東京（2009）

30)	 中田恵子 , 左近（田中）直美 , 入谷展弘 , 三好龍也 , 改田厚 , 久保英幸 , 阿部仁一郎 , 後藤薫 , 長谷篤 , 内野清子 , 高橋幸三 ,

田中智之 , 山崎謙治 , 加瀬哲男 , 高橋和郎 , 織田肇：大阪府・大阪市・堺市の連携による大阪府内におけるノロウイル

スの流行解析 , 第 57 回日本ウイルス学会学術集会 , 東京 ,（2009）, および	第 25 回地研全国協議会近畿支部疫学情報

部会定期研究会，健康危機管理に関する意見交換会及び研究会 , 京都（2009）

31)	 野田衛,阿部勝彦,吉澄志磨,植木洋,庄司美加,大金映子,坂野智恵子,古屋由美子,足立聡,滝澤剛則,中村一哉,左近（田

中）直美 , 中田恵子 , 入谷展弘 , 福田伸治 , 松本知美 , 岡本玲子 , 大塚有加 , 山下育孝 , 西尾治：コラボスタディによる

カキからのウイルス検出法の評価と課題，第 98回日本食品衛生学会学術集会 , 北海道（2009）

32)	 加瀬哲男：遺伝子型はどこまで血清型を反映するのか？，第 30回衛生微生物技術協議会，堺（2009）
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33)	 柳本嘉時，道之前八重，井崎和史，内田賀子，大坪麻，柴田真理，高瀬俊夫，宮川広実：角膜内皮炎を合併した先天

性サイトメガロウイルス感染症に対してガンシクロビルの全身投与と点眼によって治療を行った極低出生体重児の一

例，第 53回日本未熟児新生児学会学術集会，横浜（2009）

34)	 伊橋舞，三好洋子，山本威久，下辻常介，宮川広実：HHV6	integration	の一例，第 41回日本小児感染症学会，福井（2009）

35)	 宮川広実：地方感染症情報センターにおける取組み，第 68回日本公衆衛生学会自由集会「感染症情報の現状と展望

を考える会」，奈良（2009）

36)	 宮川広実：大阪府における新型インフルエンザの現状，第 184 回大阪小児科学会，大阪（2009）

37)	 宮川広実：ワクチンで予防可能な疾患の現状について，第 17回豊中市医師会小児科医会，豊中（2010）

38)	 青山幾子，弓指孝博，高崎智彦，林昌宏，加瀬哲男，高橋和郎：日本脳炎患者および日本脳炎ワクチン接種者血清の

ウエストナイルウイルスに対する中和抗体の交差反応性，第 57回日本ウイルス学会学術集会，東京（2009）

39)	 川畑拓也，小島洋子，森治代，大国剛，古林敬一，早川謙一，木村博子，谷口幸一，岩佐厚，谷口恭：2008 年に大

阪府内でみられたHBV/G の感染例，第 57回日本ウイルス学会，東京（2009）

40)	 川畑拓也，小島洋子，森治代，大国剛，古林敬一：海外型HBVが大阪府内において感染拡大した時期の推定，第 57

回日本ウイルス学会，東京（2009）

41)	 川畑拓也，小島洋子，森治代，大国剛，古林敬一，岩佐厚，谷口恭：大阪府内の STI 関連診療所でのHIV 陽性者にお

ける B型肝炎・梅毒の罹患状況とHBV遺伝子型，第 23回日本エイズ学会，名古屋（2009）

42)	 川畑拓也，森治代，小島洋子，秋吉京子，近藤真規子，中澤よう子，宇宿秀三，貞升健志，長島真美，矢永由里子，

今井光信，加藤真吾：HIV 検査相談体制における新型インフルエンザ流行の影響，第 23回日本エイズ学会，名古屋

（2009）

43)	 川畑拓也：検査の現場から見たMSM―HIV に感染していない大部分のMSMへの感染を防ぐために―，第 23回日本

エイズ学会シンポジウム，名古屋（2009）

44)	 川畑拓也：大阪府のHIV 感染と海外型HBV，第 31回大阪 STI 研究会，大阪（2009）

45)	 小島洋子，川畑拓也，森治代，古林敬一，岩佐厚，谷口恭：大阪府内の STI 関連診療所でのHIV 陽性者における B型肝炎・

梅毒の罹患状況とHBV遺伝子型，第 23回近畿エイズ研究会・学術集会，京都（2009）

46)	 西村公志 , 高橋俊雄 , 亀井優徳 , 高橋和郎：抗インフルエンザウイルス効果を有するココア成分特定の試み，第 57回

日本ウイルス学会学術集会，東京（2009）

●	食品化学課	

47)	 阿久津和彦：母乳中のポリ臭素化ジフェニルエーテルについて，日本水環境学会MS技術研究委員会シンポジウム（第

8回 e- シンポ），神戸（2009）

48)	 藤田瑞香，河合高生，尾花裕孝：LC-MS/MS による食品中のセレウリド分析法の開発，第 98回日本食品衛生学会学

術講演会，函館（2009）

49)	 清田恭平，吉光真人，北川幹也，阿久津和彦，尾花裕孝：ペプチド抗体を用いた野菜果実由来アレルギー物質検出法

の検討，第 98回日本食品衛生学会学術講演会，函館（2009）

50)	 吉光真人，尾花裕孝：食用油からのDNA抽出法の検討，第 98回日本食品衛生学会学術講演会，函館（2009）

51)	 清田恭平，吉光真人，阿久津和彦，尾花裕孝：野菜果実に含まれるアレルギー物質の検出は可能か，第 46回全国衛

生化学技術協議会年会，盛岡（2009）

52)	 起橋雅浩，小阪田正和，内田耕太郎，永吉晴奈，山口貴弘，柿本健作，尾花裕孝：加工食品試料を用いた外部精度管

理試料調製の検討，第 46回全国衛生化学技術協議会年会，盛岡（2009）
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53)	 野村千枝，安達史恵，阿久津和彦，尾花裕孝：ヒートブロックを用いた食品の灰化法の検討，第 46回全国衛生化学

技術協議会年会，盛岡（2009）

54)	 小西良昌，柿本健作，阿久津和彦：母乳中残留性有機汚染物質の継続調査 -37 年間の研究成果と継続調査の終焉 -，	第

46 回全国衛生化学技術協議会年会，盛岡（2009）

55)	 内田耕太郎，藤田瑞香，起橋雅浩，尾花裕孝：HPLC による畜水産食品中のキノロン系抗菌剤の分析，第 46回全国衛

生化学技術協議会年会，盛岡（2009）

56)	 福井直樹，高取聡，北川陽子，柿本幸子，柿本葉，村田弘，起橋雅浩，尾花裕孝：農産物を主原料とした加工食品の

残留農薬実態調査，第 46回全国衛生化学技術協議会年会，盛岡（2009）

57)	 高取聡，阿久津和彦，住江正大，杉野法広，中澤裕之，牧野恒久：臍帯血清，羊水及び胎脂中のフタル酸ジ（2- エチ

ルヘキシル）及びフタル酸モノ（2- エチルヘキシル）の分析，第 12回環境ホルモン学会研究発表会，東京（2009）

58)	 粟津薫，尾花裕孝：固相抽出を用いた魚肉中ヒスタミン分析法の検討，第 46回全国衛生化学技術協議会年会，盛岡

（2009）

59)	 藤田瑞香，尾花裕孝：畜水産食品中の抗生物質の分析，第 46回全国衛生化学技術協議会年会，盛岡（2009）

60)	 清田恭平，吉光真人，阿久津和彦，尾花裕孝：野菜果実に含まれるアレルゲンの網羅的検出，日本薬学会第 130 年会，

岡山（2010）

●	薬事指導課	

61)	 沢辺善之，山崎勝弘，田上貴臣，川口正美，田口修三：HPLC によるロートエキス散中のアルカロイドの迅速定量法，

日本生薬学会第 56回年会，京都市（2009）
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